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委
員
会
で
は
、
条
例
改
正

１
件
、
補
正
予
算
１
件
を
審

査
し
、
す
べ
て
全
員
賛
成
に

て
原
案
可
決
し
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
の

見
通
し
は

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
行

財
政
確
立
対
策
に
要
す
る
経

費
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と

筑
後
市
応
援
寄
附
の
増
加
に

よ
り
、
基
金
積
立
金
や
返
礼

品
等
の
経
費
を
増
額
す
る
も

の
。

問　

寄
附
の
現
状
と
今
後
の

見
通
し
は
。

答　

６
月
に
初
め
て
専
用
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
」
に
掲
載
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
寄
附
の
申
込

み
が
急
増
し
、
１
か
月
で
７

７
０
件
、
８
９
５
万
円
の
寄

　

委
員
会
で
は
、
条
例
改
正

２
件
、
補
正
予
算
２
件
に
つ

い
て
審
査
し
、
す
べ
て
全
員

賛
成
に
て
原
案
可
決
し
た
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
条
例
を
改
正

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
、
定

員
18
人
以
下
の
通
所
介
護
事

業
所
は
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
に
移
行
す
る
た
め
、
そ
の

基
準
等
を
条
例
に
追
加
す
る

も
の
。

問　

県
か
ら
市
へ
多
く
の
業

務
が
移
る
の
か
。

答　

市
が
指
定
を
行
う
た
め
、

指
定
・
監
督
権
限
等
が
市
の

業
務
と
な
る
。
集
団
指
導
、

実
地
指
導
等
を
行
い
、
事
業

所
が
開
催
す
る
運
営
推
進
会

議
へ
も
参
加
す
る
。
日
常
的

な
相
談
等
も
受
け
る
た
め
、

　

委
員
会
で
は
、
一
般
会
計

補
正
予
算
１
件
、
水
道
事
業

剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
審

査
し
、
す
べ
て
全
員
賛
成
に

て
原
案
可
決
し
た
。

産
業
用
地
適
地
調
査
の

進
捗
状
況
は

　

企
業
誘
致
費
の
補
正
に
つ

い
て
は
、
産
業
用
地
適
地
調

査
業
務
に
対
す
る
「
福
岡
県

工
場
適
地
調
査
補
助
金
」
の

交
付
決
定
に
伴
い
財
源
組
替

え
を
行
う
も
の
。
県
補
助
金

３
６
４
万
円
を
活
用
し
、
一

般
財
源
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

問　

業
務
委
託
の
進
捗
状
況

や
今
後
の
予
定
は
。

答　

業
者
と
は
６
月
に
契
約

締
結
し
た
。
現
在
は
適
地
候

補
地
の
調
査
、
評
価
、
選
定

を
行
っ
て
い
る
。
候
補
地
は

附
が
あ
っ
た
。
返
礼
品
は
ブ

ド
ウ
、
ナ
シ
、
モ
モ
等
の
果

物
が
人
気
だ
っ
た
が
、
そ
の

後
は
品
切
れ
と
な
り
、
返
礼

品
の
確
保
に
対
応
で
き
ず
、

７
月
は
１
８
４
万
円
、
８
月

は
２
６
０
万
円
と
減
少
し
た
。

今
後
、
年
末
に
か
け
て
イ
チ

ゴ
（
あ
ま
お
う
）
が
返
礼
品

の
主
力
と
な
り
、
寄
附
額
も

４
０
０
０
万
円
程
度
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
品
物
の

確
保
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
と
協
議

中
で
あ
る
。

消
火
栓
設
備
を
改
修

　

学
校
管
理
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
は
、
水
田
小
学
校

屋
内
消
火
栓
設
備
（
ポ
ン
プ
、

８
か
所
あ
り
、
最
終
的
に
は

２
か
所
に
絞
る
。

問　

誘
致
適
地
の
規
模
は
。

答　

１
か
所
10
～
12　

を
予

定
し
て
い
る
。

野
中
踏
切
拡
幅

工
事
費
が
安
価
に

　

道
路
新
設
改
良
費
の
補
正

に
つ
い
て
は
、
野
中
踏
切
拡

幅
工
事
が
予
算
よ
り
安
価
で

実
施
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た

た
め
、
余
剰
財
源
２
６
０
０

万
円
を
道
路
整
備
へ
振
り
替

え
る
も
の
。
工
事
委
託
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
と
今
年

度
中
に
契
約
を
締
結
す
る
。

問　

な
ぜ
安
価
で
工
事
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

答　

契
約
前
に
し
っ
か
り
と

し
た
精
査
を
要
請
し
た
結
果

で
あ
る
と
推
測
す
る
。

未
処
分
利
益
剰
余
金

処
分
の
ル
ー
ル
は

　

水
道
事
業
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

の
水
道
事
業
に
よ
り
発
生
し

た
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
う

ち
、
減
債
積
立
金
に
３
０
０

配
管
）
が
老
朽
化
し
、
改
修

の
た
め
の
工
事
費
用
を
計
上

す
る
も
の
。

問　

小
中
学
校
に
お
け
る
消

火
栓
、
ポ
ン
プ
の
定
期
点
検

や
消
火
訓
練
の
現
状
は
。

答　

水
田
小
学
校
に
つ
い
て

は
定
期
点
検
に
よ
り
故
障
を

発
見
し
た
も
の
。
設
置
後
30

年
以
上
を
経
過
し
た
設
備
の

た
め
大
掛
か
り
な
改
修
と
な
っ

た
。
他
の
学
校
で
は
、
老
朽

化
は
あ
る
も
の
の
大
規
模
な

改
修
の
必
要
は
な
く
、
平
成

29
年
度
ま
で
に
改
修
す
る
。

　

学
校
で
の
訓
練
は
避
難
訓

練
が
主
で
あ
る
。
消
火
栓
訓

練
に
つ
い
て
も
実
施
す
る
よ

う
指
導
す
る
。

　

今
回
は
い
ず
れ
も
見
守
り

支
援
の
た
め
に
導
入
予
定
で
、

セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト
で
利
用
者

の
動
き
や
脈
拍
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
捉
え
、
居
室
内
を

「
見
え
る
化
」
す
る
も
の
。

問　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
。

答　

ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
を
活

用
し
た
介
護
機
器
で
、
対
象

と
な
る
の
は
移
乗
介
助
、
移

動
、
排
泄
、
見
守
り
、
入
浴

支
援
。

業
務
は
増
加
す
る
。

問　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

は
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
し

か
受
け
ら
れ
な
い
の
で
は
。

答　

原
則
と
し
て
筑
後
市
に

居
住
す
る
被
保
険
者
の
み
が

利
用
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
今
年
４
月
か
ら

の
制
度
な
の
で
３
月
ま
で
市

外
の
施
設
を
利
用
し
て
い
た

人
は
「
み
な
し
指
定
」
に
よ

り
利
用
の
継
続
が
可
能
だ
。

問　

み
な
し
指
定
の
期
限
は
。

答　

そ
の
事
業
所
の
次
の
指

定
更
新
ま
で
は
で
き
る
。
そ

の
後
も
利
用
し
た
い
場
合
は
、

事
業
者
が
利
用
者
の
保
険
者

で
あ
る
市
町
村
長
に
申
請
し
、

認
め
ら
れ
れ
ば
可
能
で
あ
る
。

見
守
り
支
援
の
た
め

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

 

介
護
従
事
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
経
費
の
一
部

を
助
成
す
る
国
の
制
度
が
創

設
さ
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の

際
、
１
事
業
所
あ
た
り
92
万

７
０
０
０
円
を
上
限
に
補
助
。

２
事
業
所
が
導
入
計
画
を
立

て
て
い
る
。

総務文教委員会

厚生委員会

建設経済委員会

老朽化した水田小学校の消火栓

０
万
円
、
建
設
改
良
積
立
金

に
１
億
５
０
０
０
万
円
を
計

上
し
、
残
額
３
６
９
０
万
円

を
翌
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金

と
す
る
も
の
。

問　

未
処
分
利
益
剰
余
金
処

分
の
ル
ー
ル
は
あ
る
の
か
。

答　

地
方
公
営
企
業
法
に
基

づ
き
、
欠
損
が
あ
れ
ば
そ
こ

に
充
当
し
、
な
い
場
合
は
、

議
会
の
議
決
を
経
て
処
分
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス（
イ
メ
ー
ジ
図
）

介護が必要な状態になっても住み慣れた地域での生活が継続できるよう
に、市町村が指定した事業者が地域住民に提供するサービスのこと

踏
切
拡
幅
工
事
前
の
野
中
踏
切

常任委員会報告もっと知
りたい

ちっごの
課題

提出さ
れた議

案を

くわし
く審査

！

応援寄附が増加ふるさと筑後市


